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図3　2009年学習効果度数分布






















年 n 個人偏差値 ペア偏差値 ペア値－個人値 ペア学習効果
2008 281 49.34 50.65 ＋1.31 ＋2.61
2009 272 48.36 51.62 ＋3.26 ＋6.52





















































































































































































年 n 平均 最小値 最大値 変動係数
2008 101 097.52 4 250 0.57
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にもかかわらず、2009年の方がペア学習効果が高い結果となった（表1）。
これは発話数が平均で10％以上増加したことが理由として考えられるが、
この点を事後アンケートから考察すると、まず、ペアの関係が2008年より
2009年の方が親しかったと推察される。2008年にペア相手との関係を「友
人」と答えた学生が16％であったのに対し、2009年は「親しかった」と
回答した学生が43％であった。また、相談量は、「よく相談した」学生が
2008年の約1.5倍に、そして相談の有益性は1.4倍に増加しており、2009
年は多くの学生が課題解決に役立つコミュニケーションを行っていたもの
と思われる。会話に対する好感度も2009年の方が「好き」と答えた学生が
12％増加しており、全体的に2009年の方がペア学習に適した学生が多く、
ペア学習の手法が有効に機能していたものと考えることができる。結果と
して、発話数増加とペア学習効果向上に繋がったものと考えられる。
　本研究により、ペアの関係やペア学習およびコミュニケーションに対す
る好意的解釈がペア学習時の発話数と学習効果に影響することが明らかと
なった。
5．まとめ
（1）　ペア学習によって課題達成度が向上し、特に成績下位者ほど効果が
高い特徴が示され、情報基礎教育科目においてペア学習は効果的な教
育方法であることが示唆された。
（2）　ペア学習に対する学生評価は高く、またペア学習で不可欠となるコ
ミュニケーションに対しても肯定的意見が非常に多いことが判明し、
ペア学習は学生ニーズに適合した学習方法であると判断された。
（3）　2009年のペア学習効果が2008年より高い結果は、事後アンケートの
結果と一致しており、ペア学習時の相談量やペア学習および会話に対
する意識が学習効果に反映されているものと推察された。
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